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建築 的 な る もの

一 あ る空 間 分 節 に つ い て(ノ ー ト) 一

田 中,喬

1

空 間 の 分 節 につ いて しば ら く考 えて み よ うと思 う。

大和 に 国家 が 形 成 され た 三 世 紀 の こ ろ か ら、 京 都 盆 地 は 「ヤ マ シ ロ」 と呼 ば

れ る よ うに な った 。 こ の 「ヤ マ シ ロ」 とい う呼 名 に宛 て られ る文 字 が 、 時 代 と

共 に二 三 移 り変 っ て きた 。 「山 代」、 「山背 」、 「山城 」 な どが それ で あ る。 林 屋

辰 三 郎 に よれ ば この 変 遷 は 次 の よ うに説 明 され る。 『古 事 記 な ど に は 「山 代」

とい う文 字 が 用 い られ て い る し、 その 後 は「山背 」と な り、 平 安 時 代 以 降 に 「山

城 」 と書 か れ た こ とは 周 知 の こ とだ 。 この も と の 「山 代 」 に っ い て は 、 日本 書

紀 の 崇 神 天 皇 条 に倭 香 山 の 土 を取 って 「是倭 國 之 物 実 」 と祈 る個 所 が あ るが 、

この 物 実 が 「望 能 志 呂」(モ ノ シ ロ)と 割 註 に よ ま れ て い る。 こ の倭 国 の 物 実 と

は他 な らぬ倭 国 その もの を指 して い るの で 、 それ なれ ば こ そ武 埴 安 彦 が 国 家 を

奪 う呪 願 に用 い た もの で あ った 。 こ の よ うに 「シ ロ」 とは 「実 」 で あ っ て 、 や

ま しろ と は 山 の 実 、 す な わ ち山 その もの を意 味 して い た 。 具 体 的 に は 山 を形 づ

く る山 林 で あ る。 した が っ て 「山 代」 と い う文 字 は、 そ の よ う・な樹 木 の 生 い し

げ った 山 中 の 国 を あ らわ して い た の で あ る。』(林 屋 辰 三 郎:京 都)京 都 盆 地 は
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大和 か らみ れ ば 、 森 林 に お ・われ た 山 で しか なか っ た わ け で あ る。 この 「山代 」

が や が て 「山背 」 に変 わ る。 山 の 背 で あ り或 は山 の 背 後 で あ る。 それ は位 置 に

よ る場 所 の 確 認 で あ る 。 しか しなが らこ の時 も ま だ 、 京都 盆 地 は 山 の 彼 方 の未

開 の 後 背 地 と して も 見 られ て いた の で あ ろ う。 吉 田東 伍 の 大 日本 地 名 辞 書 に よ

れ ば 『ヤ マ シ ロ は古 字 山 代 又 は 山 背 に作 る、実 にヤ マ ウ シ ロ の義 な り。』と して 、

さ らに 『ヤ マ シ ロ を 又万 葉 集 に は 開木 代 に 作 る、 畧 解 云 聖 武 紀 久邇 遷 都 の 条 に

「伐 山 開 地 以 造 室」 と あ りて 開 木 を 山 と よむ べ し
、 木 を採 る とこ ろ は 山 なれ ば

也 と。』と い う。 即 ち久邇 遷 都 の 頃 よ ば れ た ヤ マ ウ シ ロ は、 伐 山 開 地 して は じめ

て室 を造 る よ う な ヤ マ 開 木 で あ り、 未 開 なhinter-landで あ った わ け で あ る。

だ が や が て 平 城 京 か ら この 「山 背 」 に遷 都 が 行 わ れ 、 京都 盆 地 は今 や は じめ て

自の側 か ら 自の 場 所 を、 しか も新 た な視 点 か らそ れ を城 と して眺 め る こ と に な

る。 『延 暦13年 、桓 武 天 皇 は 車 駕 を新 京 に す ・め て 、遷 都 の 詔 を発 した 。 「此 國

山河 襟 帯 、 自 然 に城 を作 す 。斯 の 形 勢 に よ って 新 制 す べ し」 と して 国 名 も山 背

を山城 と改 め た 。』(林 屋 辰 三 郎:京 都)

私 は こ ・で 「ヤ マ シ ロ」 の 国 の 歴 史 を 書 い て い くつ も りは な い 。 む しろ 以 下

しば ら く場 所 につ い て の われ われ の 観 方 、場 所 を限 定 し把 握 す る い ろ いろ な し

方 につ いて 考 えて み よ う と思 う。 「ヤ マ シ ロ」 を山 代 、 山 背 、 山城 とす るの も

夫 々 ちが っ た視 点 に立 って の 場 所 の 把 握 で あ る。 場 所 に対 して われ わ れ は それ

を確 定 しidentifyし 、identifyし た 夫 々 を組 織 し構 造 化 す る。 或 はidentifyす る

こ と そ れ 自体 の う ち にす で に構 成 す る機 能 が含 ま れ て い るの か も しれ ない 。 そ

して 、こ の場 所 の 限 定 と組 織 と を支 えて い る視 点 に は どの よ う な もの が あ るか 、

と りわ け空 間性 に も とつ い て眺 め た把 握 が どれ 程 に 本 来 的 で あ り、 根 源 的 な も

の で あ るの か 、 さ ら に又 、 空 間的 な構 造化 が 、 場 所 にお い て 在 る われ お れの 感

情 や 情 緒 的 生 活 に対 して どの よ うな働 き を も ち、ど の よ うな必 然 性 を もつ の か 。

感 情 や 情 緒 が空 間構 造 化 へ の どの よ うな動 機 と な るの か0こ れ.らは 夫 々 が非 常

に大 き な問 題 で あ り、 も ど よ り以 下 の わ つ か な ノー トで 十 分 に述 べ られ る筈 も

一83一



ない が 、 こ ・で はむ しろ この よ う.ない ろ い ろ な 問題 点 の 所 在 の糸 口 を若 干 さ ぐ

り出 して み よ う と思 う。

2

「山代 」 は 山 その もの で あ り、 事物 と して の 山 そ の もの をそ の場 所 に み た の

で あ る。 事 物 と して その 場 所 が確 定 した の で あ る 。.これ に対 して 「山 背 」 の 場

合 に は、 そ れ が た と え後 背 地hinter-landと して意 味 を与 え られ て い る と して

も、 山 の背 、 山 の 背 後 、 山 の 彼 方 と して即 ち空 間 と して 、 空 間 の 関係 と して 把

え られ て い る。 「山城 」 は 「自然 に城 を作 す」 の言 葉 通 り、城 と して の 作 用 と

して 、機 能 と して場 所 が 注 目 され て い る わ け で あ る。 い つ れ に して も、 それ ら

は、 場 所 に お い て 、 実 体 な り事物 な りを見 、 そ の空 間 的 位 置 的 関係 を限 定 し、

或 は場 所 の 機 能 、働 きに注 目す る。 それ ぞれ は 、 た しか に対 象 と して の場 所 を

把 え る もの で は あ る が、 これ らの把 え方 は 明 らか に 違 っ た 立場 に あ っ て の も の

で あ る。

場 所 の観 方 の この よ う な差 異 を示 す例 は 、何 も 「ヤ マ シ ロ」 に限 られ た こ と

で は な い。 われ われ が 、 ま わ りに今 な お受 け っ い で も って い る無 数 の地 名 は 、

非 常 に 多 様 で あ り、 した が って 、 その 語 義 の解 釈 も 十 分 に解 明 され て い る と は

い え な いが 、 そ れ に して も それ らは い くっ か の基 本 的 な観 方 に分 類 整 理 され る

だ ろ う。 今 か りに柳 田 国男 の 「地 名 の 研 究 」 に拠 りな が ら、 さ ま ざま な地 名 の

確 定 され る い ろ い ろ な視 点 を し らべ て み よ う。

地 名 の 多 くの もの は 、 その 場 所 の地 形 、地 勢 の 特 長 に よ っ て 名 づ け られ た も

の で あ ろ う こ とは 当 然予 想 され る。京 都 の地 が 山城 で あ る の に対 して 、 奈 良 の

都 を平城 と も書 くが 、 前 者 は 城 の 機 能 を見 るの で あ ろ うが 、平 城 は 、 「ナ ル」、

「ナ ロ」 につ な が り
、 山腹 の 傾 斜 の比 較 的緩 な る地 、 東 国 に於 て は 何 の 平 と言

い 、 九州 南 部 で は厂ハ エ 」と呼 ぶ 地 形 を、 中 国 四 国 で は 凡 て ナ ル と い っ て い る。

こ の 語 は ナ ラ ス(動 詞)ナ ル シ(形 容 詞)ナ ラ シ(副 詞)と も変 化 し、 も と も
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と決 して 大和 の旧 都 に ば か り用 い られ た語 で は な い。 平 、 成 、・鳴 、 呼 、 な どの

文 字 も宛 て られ る。 平 地 と書 いて ナ ル ジ と読 ま す と こ ろ も あ る 。

ホ ラ と読 む 所 は 、 入 込 ん で外 か ら見 えな い よ うな地 形 の 場 所 で 、他 所 で タニ 、

サ ワ とい う も の か ら、 ヤ ッ文 はサ コ 、ハ ザ マ ど い うべ き盆 地 に も及 ん で い る。

タニ とか サ ワ と か い うの は、 僅 か な岡 と 岡 との 間 で 、 水 も あ り 日当 りも よ く、

外 か らは 隠 れ て奥 へ も通 り易 い地 形 を呼 び 、 と こ ろ に よ って は ヤ ッ の 代 りに用

い て もい る。

富 土 、布 土 、富 戸 、 保 戸 等 々書 かれ る もの は 、 フ ト、 フ
.ッ トで あ り疑 もな く

ホ ド即 ち陰 部 で あ る。 ホ ドは本 来 秀 処 で あ り、 身 体 中 最 も注 意 す べ き部分 を い

うと い う。 これ らの 地 名 は海 岸 沿 い に多 く、 海 岸 に沿 うて漕 ぎ廻 る船 か ら見 れ

ば、 二 つ の丘 陵 の尾 崎 が 併 行 して 海 に突 き出 して い る所 、 その 二 丘 陵 の 間 か ら

は必 ず 小 川 が 流 れ 込 み 、 川 口の 平 地 に は普 通 の漁 村 に比 す れ ばや や繁 華 な 邑落

が あ っ て 、 川 上 へ 又 は 山 越 に少 々の 商 業 運 送 を経 営 して い る と い う航 海者 に は

見遁 す こ との 出 来 な い主 要 な地 点 で あ る。 フ トは 又 山 中 に も あ る。陰山 中 で は フ

ドノ と よ く呼 ばれ 即 ちホ ド野 で あ って 、 両 山 の 間 の低 地 で耕 作 に適 す る場 所 で

あ る。 ク ボ も地形 か ら見 れ ば ホ ドと類似 して い て 、ク ボ イ(形 容 詞)、 ク ボ ム(動

詞)か ら直 接 地 形 を説 明 す る こ と も出 来 る が、 古 くは ク ボ も、 同 様 に 、陰 部 を

称 した こ と が 指摘 さ れ て お り、 身体 の クボ に似 た地 形 故 こ う呼 ぶ の か も知 れ な

い と い う。

ダ イ と い う地 名 語 は音 は 同 じで も地方 に よ っ て少 く と も三 種 の異 っ た意 味 を

も って い る。 その一 は河 沿 い 海沿 い の段 丘 の ご と き、上 の 平 ら な高 地 の こ と で、

文 字 通 りに物 の台 に形 が似 て い るか らい うの で あ り、 台 の 字 を使 い 、 その 二 は

畿 内 な どで い う代 で 、 他 の 地 方 で い う組 と か坪 と か区 と か に相 当 し、 これ は耕

地 の 一 区 域 を シ ロ と言 った の が元 か も知 れ ない と され て い る。 こ の代 は地 形 に

は 関係 しな い と して も、 第 三 の 岱 、 堆 、 平 、 な どが 宛 て られ る タ イ は 、 や は り

傾 斜 地 の こ とで あ り、時 に 平 の 字 をサ カ と発 音 す る苗 字 が あ るの も、 タイ が傾
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斜 地 で あ るが た め に 、 それ を飜 訳 す れ ば阪 に あ た る か らだ ろ う と い う。

地 形 に発 す る地 名 を述 べ て い け ば き りが な い 。 あ る地 形 に他 の地 形 と際 立 っ

て 目立 つ 特 長 が あ れ ば 、 それ に注 目 して その 場 所 を認 知 し、identifyす る こ と

は至 極 あ た りま え の こ とだ ろ う『。 だ が地形 に劣 らず他 に さま ざま な関 心 を もっ

て場 所 は な が め られ る。 と りわ け農 耕 を生 活 の支 え と した人 々 は 、 それ と直 接

にっ なが る場 所 の 特 性 を読 み と る。 場 所 が湿 地 で あ る か ど うか が その一 っ で あ

る。 湿 っ た地humidな 場 所 は い ろ い ろ な呼 名 こ そ あ るが 、 場 所 の顕 著 な特 性 で

あ る。 古 いの は ウ ダと い う語 で 、 大和 で も山 城 で も既 に郷 名 郡 名 に さ え な って

い るが 、 今 も広 く東 西 に 見 られ 、 ム ダ牟 田 や ヌ タ 、 ニ タ も同 根 で あ る。 野 田、

岱 、 怒 田 、 仁 田 な ど も同様 な湿 地 で あ る。 或 は湫 の 字 を宛 て た ク テ 、 グテ 、 久

手 と書 くギ ュ ウ デ な ど もhumidな 地 に名付 け られ た 。 ク テ と 同 じで あ ろ う と思

う水 つ い た 低 地 を、 地 方 に よ って は 、 フ ケ 、 フ ゴ 、 又 は ク ゴ と い い 、或 は 、 ア

ラ ワ と も ドブ と も言 っ た。 い つ れ も水 が近 くに あ っ て 交 通 の さ ま た げ に は な る

が 、 山 中 で な い 限 り開 いて 田 に し易 い地 で あ る。 他 に ア ハ ラ、 ウ キ、 トマ ン、

な ど夫 々 に水 っ ぽ い地 を指 す 。

オ ンヂ 、 ヒ ウ ラ 、 ヒオ モ 、 ヒナ タ 、 アサ ヒ な ど の地 名 は 、 又 違 った 一 分 類 を

なす 。 オ ンヂ は 陰 地 で あ り、 ヒウ ラ と共 に東 南 に 山 をひ か えて 日当 りの よ くな

い所 を謂 い 、他 の 条 件 が 良 い と折 々 田 に も畠 に もす るが 、普 通 は杉 林 な ど に し

て お く。 ヒカ ゲ も 同 じで あ る。 ヒオ モ 、 ヒナ タ(日 向)、 アサ ヒほ これ の 反 対 で

sunnyplaceで あ りbrightな 場 所 で あ る。 ア テ ラ と い う語 も面 白 い。 その ア テ

と い うの は も と も と一 本 の 材 木 の 日 を受 け な い側 、 即 ち 成長 が悪 くて 木 理 が伸

びず 、 節 立 っ て 反 り易 く加 工 が 困難 な部 分 だ か ら嫌 われ 、 そ れ に つ ・"いて 、物

の よ くな いの を皆 アテ と い うが 、 そ れ が場 所 にっ い て も 同様 に 、 陰地 又 は 日陰

の義 で あ る。 そ して 更 に は 、痩 地 で 、作 物 に適 さ ない 地 を言 うよ うに も な る と

い う。

ユ ラ、 ユ リ と い う地 名 は ど うで あ ろ う。 こ れ ら は海 岸 沿 い に 多 くて水 の 動 揺
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に 由 って平 げ た岸 の 平 地 を い う。即 ち、 ユ ラ グ、 ユ ル な どの 言 葉 が転 じた ら し

い。 そ の 海 辺 の 場 所 の 自然 の 表情 が 、 ユ ラ グ、 ユ ル な ど の 語 の 感 覚 的 な表 情 に

密 着 した もの だ ろ う。 状 況 が相 貌 と して その まaと らえ られ 、 その相 貌 が 言 葉

に融 け込 ん だ もの で あ ろ う。

こ こ まで 述 べ て きた さま ざま な地 名 は 、 そ れ ぞれ に さ ま ざ ま なvariatiOnを

含 ん で いて 複 雑 な よ うに 見 え なが ら も、 それ ら を観 方 に した が って よ りわ けて

み れ ば 、 上 述 の よ う に、 二 三 の根 元 に立還 え る。 地 形 、地 勢 の特 長 に よ る地 名 、

土 地 の 湿 乾 や ・ 土 地 の 日照 に よ る明暗 や陰 影 に注 目 した 地 名 、 土地 の感 覚 的 相

貌 を その ま ・把 えた地 名 、 な どで あ る。 そ れ らは 、 言 う なれ ば そ の土 地 の属 性

attributesへ の 関 心 で あ る。 形態 、 明暗 、 色 彩 、 表 情 な どは その 場 所 を、 その

場 所 のrealityを 支 え る属 性 で あ る。 そ して そ れ らの 夫 々 の属 性 は 、そ の場 所 の

感 覚 的sensoryな 把 握 と密 接 にっ なが って お り、 それ.だけ に 、直 接 的 な根 元 的

な視 点 で あ ろ うこ とヴ わ か る 。

attributesの い ろ いろ と共 に場 所 に物 そ の もの を 見 る地 名 に も注 目 しな けれ

ば な ら な い。 山代 の 山 の よ う に、 そ こ に岩 や木 や清 水 そ の もの を見 る。 岩 や 木

や 清 水 は 、
.山 の よ う に あ る拡 が りを 占め て い る とい う よ りは 、 む しろ 点 的 な初

で あ る。 点 的 な事 物 が そ の事 物 を含 む周 辺 一 帯 の地 を あ らわす 名 と して と ど め

られ る。 ゴ ウ ラ、 コ ウ ラ、 ゴ ラ、 ゴ ウロ、 ゴ ロ、 な どは 、 す べ て岩 石 が露 出 し

て い る小 区域 を意 味 す る もの で、 耕 地 その 他 へ の 土 地 利 用 か ら除 外 しな け れ ば

ならないために・消極的に生活との交渉 姓 じ・終 に夥 姓 ずる迄齟 をひ

くよ うに な っ た もの で あ る と い う。 ゴ ウヤ も「石 多 く して 空 地 な る故 に 名 とす
」

と あ りゴ ウ ラ と 同 じで あ ると い う。 、

ケ イ ラ イ シ(教 良 石 、 久 来 石 、 教 良 寺 、 高 麗寺 、 倉 石 な ど)、 ケ ウ ラギ(教 良

木 、 京羅 木 、 京 良 城 な ど)な どは 元 々、 寺 で も城 で も な く、石 で あ り木 で あ り、

しか も それ らが清 らで あ る もの で あ る。 そ の場 所 に言 う な らば 霊 石
、 霊 木 が あ

っ た もの ・よ うで あ る。 語尾 に ラキ を もつ もの が 多 い。・例 えば 、 シ ガ ラ キ 、 ウ
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ハ ラキ 、久 多 良 木 、 多 多 羅 岐 、加 布 良胡 、 等 々。

カ ウゲ 、 は高 下 、 郡 家 な どの文 字 も宛 て るが 、 その 本 来 の 意 味 は芝 な ど の 生

えた 開 けた 草 生 地 の こ と で あ る。芝 、 原 の 字 を カ ウゲ と読 ます 。普 通 の 野 や 原

に は矮 樹 林 や 潅 木 叢 が あ るの に 、 これ と区 別 した 芝 原 で あ る。芝 草 を カ ガ と い

い、芝 原 を カ ガ ハ ラ と い う方 言 も あ る。 この カ ガ も カ ウ ゲ と一 語 で あ る 。 加 賀 、

一足 利 の カ ガ も草 地 の こ とで あ る。 いつ れ に して もこ こ ・で は その 場 所 を覆 う草

や 芝 が実 体 と して その呼 名 と な って い るわ け で あ ろ う。

場 所 を限 定 す るた め には 、 その 場 所 の い ろ い ろ な属 性 に着 目 し、 或 は 、 そ の

場 所 を占 め る事 物 を と らえ よ うとす る他 に、 空 間 の 関係 その もの に於 て 、 空 間

配 列 空 間分 布 そ の もの に於 て それ を行 う もの も 多 い 。

ヰ ナ カ 田 舎 とは 、 居 の 中 だ とい う。天 草 の 一 古 村 の 古 い村 絵 図 に よ る と 、 こ

の村 は 西 に小 さな湾 を控 え た一 つ の 盆地 で 、 人 家 は 大 体 周 囲 の 山 の裾 に構 え ら

れ 、道 路 も本 線 は 麓 に沿 い耕 作 地 を通 らな い 。 中 央 の 田 の あ る部 分 に はヰ ナ カ

と記 され て い る。 ヰ ナ カ はヰ の 中 で 、 ヰ は家 居 の 居 で あ る。 ヰ ノ ウエ 井 上 も、

堰 に臨 ん だ と い う意 味 と も とれ よ うが、 居 の上 で あ り、 ヰ ノ ウエ ゆ 路 は 、 民 居

の 裏 山 の 山 路 と い うこ とだ ろ うと い う。

サ ンキ ョは 、 散 居 と も参 居 と も三 居 、 或 は 山 居 と も書 くが 、 これ が 必 ず し も

山 中 に限 られ て あ るば か りか、 平 地 に も往 々 に あ り、 海 岸 近 くに もあ る。 こ れ

を説 明 して 、 家 族 が増 加 す る場 合 、 分 家 制 度 に伴 っ て その 家族 の一 部 が そ の元

地 か ら分 離 して 遠 い原 野 の 開墾 に着 手 す る、 この 分 散 を言 うと して む しろ散 居

の 字 が 最 もふ さ わ しい とす る。 た と え山 居 と書 い て も、 それ が 多 くの 場 合 に 当

って い る と い うにす ぎ ない の だ ろ うか 。 この 語 は空 間 配 列 が 散 在 した パ タ ー ン

を なす こ と か ら生 ま れ た わ け で あ る。

カ イ ト垣 内 も空 間 的 限定 で あ る。 貝 戸 、'海道 、 皆 渡 、 開土 、 外 戸 、 な ど宛 て

られ る し、 カ イ トが カ イゲ と な っ て 、 界 外 と さ え 書 か れ る。 垣 内 は 必 ず し も、

実 際 に垣 の 内 で 、 所 謂 土 豪 の 囲 い込 ん だ場 所 を指 す とは 限 らず 、 出 村 、 分 郷 、
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枝 村 な ど を垣 内 と呼 ぶ の で あ るが ら、む しろ こ れ は 、 現 実 のphysicalな 垣 の 設

定 の 有 無 に か ・わ る よ りも、institutionalな 土 地 占有 、属 地 の観 点 か らの 内 、

外 の 区 別 で あ ろ う。 界 外 の 界 の字 に は 、土 地 区 画 の 思 想 が かす か に伝 わ って い

るの で あ ろ う と い う。

空 間 にか ・わ る地 名 の 最 後 に 、 ヒ ョ ウ をあ げて お こ う。 ヒ ョウに は 屡 々、 峠

の字 が 宛 て られ る。他 に嶺 、瓢 、俵 、鋲 、 兵 、標 、 尾 餘 な ど。 何 故 峠 、 嶺 を ヒ

ョ ウ と呼 ぶ の か 。 上 述 の 宛 字 の う ち、慓 は 地形 に も と つ い て 山 扁 を附 け た が 、

元 は標 で あ り、澪 標 の ツ ク シ、 即 ち、榜 示 の 義 だ ろ う とい う。澪 標 は は じめ 、

海 中 に たて られ た 水 咫 衝 石 で あ る が、 邑落 の境 に 、 シ 〆 ツ ク シ注 連標 、 ツ ク シ

モ リ標 森 の 地 名 が あ る。 ッ ク シ は も と標 木 で あっ た の が 、転 じて、 土 地 分 割 の

境 を意 味 す る に至 っ た ら しい 。男 ッ ク シ山 、女 ツ ク シ 山或 は、 大 ツ ク シ ナ イ 、

小 ッ ク シナ イ と い う川 等 、 い つれ も顕 著 な地 形 を も っ で い て境 界 を設 定 す る に

は好 都 合 で あ る。それ に して も木 を立 て ・境 を表 す る風 習 は 盛 ん で あ っ た 。

杭 を標 して 人 の 地 と神 の 地 と を境 す る神 話 も その 一 つ で 、 あ る村 を他 か ら区 分

す るに も標 を立 て た 。 標 を榜 示 と い い 、 そ の た て られ た 場 所 を榜 示 処 、 した が

っ て法 事 堂 、 法 師 戸 な どの地 名 も派 生 した 。 そ して これ らの標 を立 て るの は と

りわ け屡 々 峠 に 多 い こ と は ヒ ョウ 、立 札 な どの 地 名 が 峠 の 地 勢 に 多 い こ とか ら

わ か る。境 界 を標 木 に よ り設 定 す るに は 、 当 然 自然 の 地形 も分 割 しや す い処 を

選 ぶ 配 慮 が あ っ た もの で あ ろ う。境 木 峠 と よ ばれ る地 名 が 、 この境 界 の 設定 と

標 木 をた て る こ と、 そ して峠 の地 形 との相 互 の 関 係 を示 す もの で あ ろ う。 いつ

れ に して も標 は注 連 縄 の シ メ と同 じく、堺 を限 っ て 土 地 を 占 め るた め の 人 工 物

で あ り、 この 境 界 限 定 の 営 み は 又 自然 地 理 の 助 け を も か りて 、往 々峠 に注 目 し、

そ の場 所 を ヒ ョ ウ標 か らか りて 、 ヒ ョ ウ峠 と呼 ぶ こ と に な っ た の で あ る。 だ か

ら ヒ ョウ と い う地 名 は、 堺 で あ り、空 間 的 な場 所 の把 握 で あ る。峠 と い う特 長

的 な場 所 の 選 択 と、標 な る人 工 の 事物 をか りて の 空 問 関 係 の認 知 で あ る。そ れ

は 峠 の地 形 その もの へ の 着 目で は な い 。標 木 の 事 物 その も の を指 示 す る もの で
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もな い 。 それ は 、 内 と外 、 中 と外 、 上 と下 、 遠 近 な ど と共 に、 それ ら を分 っ 境

界 と して の位 置 の 関係 に よ る場 所 のrealityの 確 定 で あ る。

土地 を その形 態 、 相 貌 、 明暗 な どの感 覚 性 質 に した が って命 名 し、 空 間 関係

と して確 認 し、或 は そ こ に事 物 その もの を見 出 す な ど、場 所認 識 の あ り方 の 二

三 を整 理 して 来 た 。 場 所 認 識 は 、 それ に して も、 この 二 三 に と ・"まる こ とは な

い 。 さ らに二 三 の 様 相 を数 え あげ る こ と が出 来 る。例 え ば、 それ らは 、場 所 の

機 能 や効 用 、場 所 に か ・わ るeventsや その場 所 での 行 事 、場 所 占 有 分割 な どに

関 す る制度 や 規 約 な ど も夫 々、 地 名 とな って場 所 限 定 の視 点 を提 供 す るこ と に

な る。 五 反 田、m割 、 丑 年 縄 受 、 別符(制 度)、 久 木(燃 料 資源:効 用)、 判 た

て 場(event)、 お ど り場 、 虫 送 り場 、饗 庭 、 玉 来(行 事)、 な ど。 これ らに っ い

ては 、 こ ・で は も う立 入 ら ない 。 たfこ の 地 名 考 の終 りに、 も う一 つ だ け ガ ウ

ド、 ゴー ト、 カ ウ ドな る呼 名 を述 べ て お きた い 。 ガ ウ ドは川 処 川 渡 で あ て 、

別 に強 戸 、郷 戸 、 神 戸 、 な ど も同 じ。川 処 川 渡 は と に か く交 通 の 要 地 で あ り、

往 還 の駅 で あ り、川 を渡 るの に近 世 か らは勿 論 渡 船 に よ った で あ ろ うが 、 以 前

は徒 渉 で あ り、 した が って 川 処 川 渡 は 、徒 渉 場 で あ り、旅 人 に と っ て それ は い

うな らば 交 通 路 の 駅 で あ っ た 。 駅 は いつ れ に して も場 所 の機 能 で あ る。 機 能 に

於 け る場 所 の把 握 で あ ろ う。

3

人 は土 地 を ま えに して 、 それ らに さま ざま な名 前 を与 えて 来 た 。 うけ つ が れ

て きた無 数 の 地 名 は 、 それ ぞれ に 、 人 が 土 地 を どの よ う にみ た か、 土 地 にお い

て何 を把 え た か を教 えて くれ る。 だ が それ に して も、 土 地 を命 名 す る と は人 の

どの よ うな働 きで あ ろ うか 。或 は 必 ず しも土 地 に 限 らず 、 一 般 に対 象 に名 前 を

与 え る営 み と は一 体 、 い か な る機 能 で あ るの だ ろ うか。 人 は今 あ る もの に対 し

て い る。 そ して 、 人 は そ の もの に たi単 に安 易 に か ・わ り合 って い る か も知 れ

な い。 あ る もの が その 人 に 向 けて た えず 感 覚 的 なデ ー タ を送 り、 人 は そ れ を た
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だ受 動 的 、 表 層 的 に うけ と り、 それ に つ い て 深 く解 釈 す るこ と を しな い 。感 覚

の う っ た え が 、 断片 と して 、hereandnowに 孤 立 して た ちあ らわ れ 、 や が て

消 えて い く。 デ ー タ は ま さ し く現 前 す るpresentば か りで あ る。 だ が も し、 人

が 、一 度 び対 象 を凝 視 す る な らば 、その状 況 は一 変 す る 。 デ ー タは単 な る一 片 で

あ る こ と を直 ち に放 棄 す る。個 々の ま ・で 、 そ こ に ひ と り在 る こ とは も はや な

い。個 々 の現 前 は 、他 の ものへ の働 き か けの 中 に組 み 込 まれ て い く。他 との 関 係

へ 向 っ て拡 が って い く。 カ ッシ ラー の 説 明 を か りれ ば 、対 象 は 自 らstandhere

で は な く他 をstandforす るの で あ り、presentで は な くてrepresentす るの

で あ り、個 々は つ ね に 、 一 般 を 目 ざ して、 一 般 の 代 表 と して の 資格 を も っ た個

で あ り、他 との 系 列 の 中 に 自 らを位 置 づ け た実 在 で あ る。個 はiだ か ら、 言 う

な らば 、vectorを 放 射 して た えず 同類 に連 結 し、 自 らの存 在 が っ ね に同 類 の存

在 を伴 っ て あ らわれ るの で あ る。 断 片 は全 体 に 分 節 さ れ る。個 々 は系 列 に組 織

され 、 構 造 化 され る 。 この 分 節 の 働 きを こ そ 、 カ ッ シ ラー が 象 徴 機 能 と呼 ぶ も

の で あ る。 命 名 す る こ と は、 ま さ し く、象 徴 の働 きで あ る。 あれ を山 と呼 び、

これ を川 と呼 ぶ の は 、 あれ や これ の感 覚 的 現 象 を、 他 の それ に似 た 現 象 との比

較 の 中 に据 えて 見 て い る こ と なの で あ る。 そ して 、 そ の比 較 に お いて そ れ ら を

同 類 と して ま と め上 げ る た め に は 、 当然 、 こ れ や あれ の個 別 の 現 象 の 各 個 の 多

彩 なす が た か ら、 同 類 全 体 に共 通 なす が た を抽 出 して 、 同 時 に、 相 互 の 微 妙 な

くい ち が い をは 、 か え っ て棄 て去 っ て しま わ なけ れ ば な らな い。absehenと い

う ドイ ツ語 は 、 象 徴 機 能 の こ の辺 の二 相 の 様 相 を一 語 の 中 に含 んで い る と カ ッ

シ ラー は言 う。absehenと は 、一 方 に 、対 象 を狙 い把 え る さ ま を、他 方 に 、対

象 を切 りす て 、 無 視 す る さ ま を意 味 す る もの だ と い う。対 象 を見据 え な が ら対

象 を覆 うこ の働 きに よ って 、 は じめ て対 象 を知 的 に関 連 させ 、 それ を把 え るこ

とが 出 来 る の で あ る 。把 握 す る と は と らえ な が ら切 りす て る こ とで あ る か ら、

この 対 象 確 認 の 仕 方 は 、 当 然 対 象 の肉 づ け を け づ りと り、 それ を骨 組 に迄 解 体

して しま っ て 、 だ か ら、 一 方 で は それ を貧 困 に して い く他 は な いの で あ る。 そ
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れ は例 え ば 、虹 に あ らわれ た色 彩 を確 認 しよ う と して 、 も し もそ の 多 彩 な色 系

列 を仮 に七 色 の 色 相 に よ って 限 定 す る な らば 、 その 七 色 の命 名 は 、 それ ぞ れ の

同類 へ の こ の虹 の 色 の 関係 づ けで あ り、 個 々 を一 般 へ 抽 象 す るの で あ り、 そ し

て それ は現 象 の 知 的分 節 で あ っ て、 これ こ そ対 象 の 客 観 的 な把 握 で あ ろ うが 、

そ こ に は 同時 にabsehenの 二 重 の 志 向 が 表裏 を な して い る もの で あ る。 だ が貧

困 化 へ 向 って 対 象 を切 りす て な が ら も、 しか も依 然 と して 、 対 象 を象 徴 し、 命

名 して い か な け れ ば な らな い。

い つ れ に して も命 名 す る こ とは分 節 す る こ と で あ る。 現 象 の 混 沌 の 中 か ら秩

序 を読 み と る こ とで あ る。 地 名 の歴 史 は 、 場 所 を人 々が た えず 構 造 化 して 来 た

こ と を示 す 歴 史 で あ る。

4

い ろ い ろ な地 名 の 考察 を通 して 、現 象 の構 造 化 が 、事 物 、空 間 、 機 能 、属 性

な どに さ ま ざ ま に方 向 づ け られ て な され る こ と を見 て 来 た。 これ らの う ち、 と

りわ け空 間分 節 に焦 点 を しぼ っ て今 しば ら く考 え て み た い。 建 築 な る もの を、

今 私 は 限 定 して述 べ る こ と は 出 来 ない 。 私 は今 、建 築 につ いて で は な くた ・"建

築的 な る もの につ いて 非 常 に漠 然 と した その 領 域 の 予 想 を もつ こ とが 出 来 る の

み で あ る。建 築 に っ い て は 、 この建 築 的 な る も の に か ・わ る未 だ 不確 定 の 予 想

を、 出 来 るだ け 、 着 実 な手 続 を通 して 、 公 平 に あ りの ま ・に記 述 し、 それ ら を

積 み重 ね で 、 や がz_そ の作 業 の あ とで 、 自 らそ こ に結 晶 し浮 き出 て 来 る もの と

して把 え る こ とが 出 来 るま で で あ る。 建 築 につ い て 、 た と え今 私 に あ る限 定 が

思 い 出 され る に して も、 それ は しば ら く保 留 に して お か な けれ ば な らな い 。 私

に と って 、 関 心 の 対 象 は 、 は じて か ら枠 づ け られ 定 義 され た 不動 の も の で あ る

筈 は ない 。 そ れ は偏 見 の ない 考 察 を経 て、 その あ と で は じめ て ま と ま り浮 び出

て来 るだ ろ う。結 論 の 先取 りを あ ま り急 ぐ こ とは 出 来 な い。 それ に して も、 こ

の 目指 す もの が 、 漠 と した彼 方 に覆 われ て い て 、 出 発 に 際 して は じめ か ら見 透
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され 確 定 され て しま って い る もの で は ない に して も 、今 こ ・で 、 それ に近 づ い

て い くた め の 道 をい つ れ か選 び 出 さ な けれ ば な らな い 。 或 は 、 いつ れ の方 向 か

らこ の接 近 を は じめ れ ば よ い の か。 この 道 は出 来 る丈 、 巾広 い方 が よ か ろ う。

私 は こ ・で、 建 築 的 な る もの と して 空 聞 分 節 に カ㌧ わ る道 順 を選 ん だ 。 そ して

空 間 分 節 に か ・わ る さ ま ざま な人 間 の い と なみ を中性 な 目で なが めて み よ う と

思 う。 この 道 順 が迷 路 で あ り、 目標 につ い ぞ到 達 し な い な ら ば、 又 次 の道 に踏

み か え な け れ ば な る ま い 。 だ が 今 は、 この 道 を進 ん で み るま でfあ る 。や が て

霞 の彼 方 に建 築 な るも の が 、 真 実 の 建 築 が 明析 な姿 を立 ち顕 わす で あ ろ うこ と

を期 待 しな が ら。

空 間 関 係 を表象 す る地 名 を二 三 考察 して 来 た が 、 こ ・で 、 地 名 に限 らず空 間 ゜

性 に か ・わ る言 葉 を しば ら く問題 に してみ よ う。言 語 は も と も と概 念 を指示 し、

抽 象 され た意 味 を象 徴 す る働 きを最 もその 本来 の領 域 と す る も の で は あ るが 、

それ と同 時 に、 も っ と感 覚 的 領 域 に密 着 し、感 覚 的 表 現 と して の言 語 も見 逃 す

わ け に は い か な い。 或 は 元 々、この 後 者 が前 者 を も支 え て い るの か も知 れ な い。

カ ッ シ ラー は一 方 の 象 徴 的 な言 語 に対 して 、 こ れ を擬 態 的 な言 語 と して 区 別 す

るが(そ して そ の 中 間 に直 観 的 な言 語 も位 置 づ け る)、 擬 態 的 な もの は 、現 実 の

感 覚 的 、 或 は感 情 的 現 象 を、 そ の ま ・音 声 の 中 に と け込 ませ 、 こ の音 声 の 表 出

が 、 その ま ・で感 覚 的 内 容 を顕 わ し、 この連 結 の直 接 さが 、 象 徴 言 語 に進 む に

っ れ て 緩 ん で きて 、 そ こで は言 語 は 、 む しろ現 実 か らは離 れ て しま う。象 徴 と

は本 来 、 現 実 か らの 遊 離 だ と い う。 内容 と 表 出 との 互 に擬 態 す る、互 にic・nic

な言 語 で は 、例 え ば あ る耒 開 人 の語 に於 て 、何 か 固 定 的 な対 象 にっ い て はStを 、

流 動 的 な もの にっ いて は1を 、 或 は 、動 揺 す る もの につ いて はvを 必 ず音 声 に

含 む と い う。或 は イ ン ド ・ゲ ル マ ン語 で は立 っ て い る もの に はsta.流 れ て い る

もの に はpluを つ け る。st,v,1に して も、sta、pluに して も音 そ の もの に

そ も そ も 内在 す る表 情 が 、 表 出 され る もの 、 表情 と同 根 で あ る。 す で に み た ユ

ラ 、 ユ リ、 等 の地 名 は 、 この 種 のiconicな 地 名 で あ ろ うか と思 われ る。 そ して
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この擬 態 言 語 の領 域 に、 す で に空 間性 の 表 出 が み られ る こ と に注 目 して お き た

い 。 これ も カ ッ シ ラー の 指 摘 す る例 で あ るが 、 対 象 物 が 話 者 に と っ て距 離 が 遠

くに離 れ て あ る な らば、a、o、u、 を、他 方 近 くに あ る な らば、e、i、 を

用 い る と い う。 これ は空 間 的差 異 の直 接 の 表 出 で あ る。 感覚 表 出 の 擬 態 言 語 か

らす ・ん で直 観 的 な言 語 に於 て も、空 間性 は その 表 象 を助 け る。 さ ま ざま な言

語 にお い て 、代 名 詞 、冠 詞 、動 詞 、 人 称 代 名詞 、格 、 副 詞 な ど が 、 それ ぞ れ 、

それ らを 支 え る空 間 的配 列 、空 間 関係 の と ら え方 に した が っ て 、 多様 に区 別 さ

れ て い る 。 あ る一 つ の動 作 が いか な る場 所 に於 て お こ な われ るか 、 それ が 家 の

うち か 、 外 か、 水上 に於 て か 陸 上 に於 て か 、水 か ら陸 に 向 っ て か 、或 は逆 に 、

陸 か ら水 に 向 っ て か 、或 は 話 者 に と っ て い か な る位 置 に於 て か 等 々 に よ り、 区

別 さ れ て呼 ばれ る。 あ る未 開人 語 の 冠 詞 は 、 話 者 に近 くに(a)、 見 え な い もの

に(o)、 両 者 の 中 間 に(i)と な る。 代 名 詞 は 、 それ が 見 え る場 合 と、 見 え な い

場 合 とで は異 な る等 々。 これ らを通 して 、 そ こ で の空 間 関係 は 、 未 だ十 分 に客

観 化 され た 、 純 粋 表 象 の それ で は ない 。 も っ と そ の場 面 に 密 着 した 、流 動 的 な

関係 の 設 定 が な され て い る。 話 者 に と って の 、 そ の視 界 に影 響 され た 、或 は現

実 の具 体 的 地 形 に拘 束 され た 次元 で の空 間 表 象 で あ り、 それ は透 明 な座 標 軸 の

表 象 に 迄 純 化 され た もの で は ない 。 この こ と は 、空 間 表 現 プ ロパ ー に か ・わ る

言 語 に 、 よ りは っ き りと 見 られ る。 しば しば、 未 開 言 語 で は、.対象 の空 間 関係

は 、 人体 の 部 分 の 関 係 を背 景 に して と らえ られ る。 前 方 は眼 、 顔 と して 、 後 方

は背 と して 、上 方 は頭 、頂 と して 、 中 は腹 、 口 、腰 、 股 と して 、 等 。 ヤ マ シ ロ

「山 背」 は 、 この よ うに身 体 の空 間 図 式 の 、地 形 へ の 投 影 で あ ろ う。 場 所 は準

身体 空 間 と して 具 体 的 に イ メ ー ジ され るの で あ る。

も と よ り人 は 、 こ の よ う な状 況 的 な空 間 表象 を こ え て 、 よ り概 念 的 な 次 元 で

の空 間 関 係 を構 築 す るこ とが 出 来 る。 そ して そ こで は 、空 間 は空 間 と して 、 一

方 的 に 独 立 し 自立 して 、 その 関係 が内 容 に か ・わ る こ とを しな い。 状 況 的 な空

間 表 象 は 、 こ れ に対 して 、 そ こ に はつ ね に 、意 味 を 内在 す る。空 間 形 式 と空 間
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内 容 と が融 合 し、 融 即 す る。 山 の 背 後 は 同 時 にhinter・landで もあ ろ う。 それ

らは 表 裏 を なす こ と が らで あ る。 地 名 は 、 っ ね に この よ うに 、意 味 に拘 束 さ れ

たrealityで あ る。 土 地 限定 は 、純 粋観 念 的 に座 標 を設 定 し、或 は 、個 々 に無 記

的 な数 字 を わ り当 て る こ と も出 来 よ う。 そ う して これ の 方 が よ り厳 密 で あ り、

よ り普 遍 性 を もつ もの で あ ろ う。 だ が それ に して も地 名 は依 然{substantial

で あ り純 粋 関係 に還 元 さ れ た 土 地認 識 で は な い に して も、 その 必 然性 が 地 名 考

に よ っ て立 証 され る もの と思 う。

5

話 が 地 名 の こ とが らか ら少 々 飛 躍 す るが 、 唐 木 順 三 が、 「は か な し」 と い う

言 葉 につ い て述 べ て い る 。 その 説 明 を しば ら くか い つ ま ん で要 点 を引 用 して み

た い。 それ に よ る と、 一 般 に形 容 詞 は単 に主 体 の 情 意 を あ らわす と と も に(情

緒 的 要 素)、 対 象 の 客観 的 な属 性 を も示 す(存 在 的要 素)。 「は か な し」 も単 に

主 体 が 、 あ る もの に対 して は か な い情 意 を い だ くの と同 時 に、 あ る もの が それ

自 らは か な い の で あ る。 厂は か な し」 の 「は か」 を考 察 して こ の二 重 性 が 示 さ

れ る。 「は か」 は 、 本 来 、土 地 の 分割 に か ・わ る言 葉 で あ る。 田 を画 して一 は

か 、二 は か と い う。 分割 さ れ た 土地 の 単位 が 「は か」 で あ る。 「は か が ゆ く」、

「は か ど る
」 な どは 、仕 事 の す ・み 具 合 の こ とで 本 来 非 空 間的 な こ とが らだ が 、

これ が空 間性 に か ・わ る 「は か」 か ら派 生 して い る 。「は か り」 も同根 で あ り、

き り、 限 る こ と、 そ して 計 量 す るこ とで あ る。 「は か ば か し」 は、 効 果 が あ る

さ ま、 事 物 が よ い方 へ は か ど る な どの通 例 の意 味 の 他 に 、 明確 な、 きわ だ っ て

い る、 或 は 、 た の み に で き る 、 た の も しい 等 の意 で も あ る。 「は か な し」 は こ

の 「は か」 の否 定 で あ る。 だ か ら、 「は か」 を支 えて い る客 体 的 な要 素 、 即 ち

土地 、空 間 、 その 分 割 と限 定 、 或 は さ らに その 計 量 、 そ して 、 それ らに伴 う明

確 に き わ だ っ て い る様 、 た の も しい様 な ど も「は か な し」で は 当 然否 定 され る。

「は か な し
」 は だ か ら単 に主 体 の情 緒 に か か わ る 澄 けの もの で は な くて 、客 体
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的 な もの ・指 示 で も あ ると い う。

こ の 説 明 で主 要 に注 目 され て い る こ とが らは 、 「は か な し」 の 主 体 的 一 客 観

的 な二 面 性 で あ る。 主 体 の感 情 と して の 「は か な し」 は対 象 の 「は か な し」 に

よ って 支 え られ て い る こ と。 この 主 観 、客 観 の 相 互 表裏 性 の 指 摘 は興 味 深 い 。

だ が 「は か な し」 の解 釈 を と お して私 の この小 論 の 筋 道 か ら、 よ りは っ き り と

注 目 し な けれ ば な らな いの は 、む しろ空 間 把 握 と感 情 性 質 との か か わ り合 い に

っ い て で あ る。 客観 的 な もの と して 数 え られ て い る空 間分 割 、空 間 限 定 、 或 は

空 間 計 量 が 、 同 時 に 、 きわ だ ち顕 著 で あ り明確 で あ りに つ なが り、 しか もた の

み に な る、 た の も しい を生 ず る。 即 ち 「は か」 「は か り」 が 「は か ば か し い」

を派 生 す る こ と で あ る。 或 は む しろ 「は か」「は か る」 の 知 的 な空 間確 定 が 「は

か ば か し い」の 感 情 的 内 容 に いっ の ま に か移 り変 っ て し ま っ て い る こ と で あ る。

両 者 が 「は か な し」 の 言 葉 に お い て融 け合 っ て い て 、 連 続 す る。 こ ・で は二 っ

は対 極 に分 け て しま われ る こ とは 出 来 な い。 言 葉 は、 そ れ らの 論理 的 分 割 の ま

えに 、 この こ と を見 事 に証 言 す る。 本 来 空 間分 節 、 そ して空 間認 知 は 、 そ こ に

た ち あ らわ れ る空 間 の感 情 性 質 の確 認 と 同根 の もの で あ る。根 底 に お い て は 同

一 の こ と が らで あ る。 この 「は か な い」 「は か ば か しい」 の感 情 的 内 容 は 、 も

と よ り、 対 象 が 自 らは か な い、 は か ば か し い、 所 謂 対 象感 情 で も あ り、 又 主 体

が それ に対 して は か な い、 は か ば か しい状 態 感 情 で も あ ろ う。 「は か」 「は か

る」 に お いて 対 象 が 自 らき わ だつ 、 そ して た の も し く、 安 定 した の と共 に 、主

体 が そ れ に対 して た の み に で き る、 安 心 の 情 意 を い だ くの で あ る。 空 間分 節 の

さ ま ざま な い と な み を それ を地 名 の 考 察 を通 して み て きた よ う に 一あ ら

た めて 注 目 し、 そ の構 造 化 へ の 志 向 の 必 然 性 を、 も しも 心理学 的 な視 点 か ら説

明 しよ う とす れ ば 、 この 後 者 の意 味 での 主 体 に お け る 「は か な し」 「は か ば か

し」 の 情 意 が 、 「は か」 「は か る」 へ の 一 種 の動 因 と して働 いて 、 空 間分 節 を

うな が す もの で あ る こ と が納 得 で きよ う。た しか に 空 間分 節 は も っ とpragmatic

な領 域 で の 必 然 性 を も っ て しeる。空 間 が組 織 され な け れ ば 、 日常 の さま ざ ま な

.,



生 活 に支 障 す る だ ろ う。 厳 密 な、 正確 な確 定 が い る だ ろ う。だ が このpragmatic

な説 明 で だ け で 、 空 聞 分 節 をつ くす わ け に は い か な い。 厂は か な し」 か ら 「は

か」 へ の 志 向 は 、 「は か ば か し」 へ あ こが れ る感 情 的 なエ ネ ル ギ ー に よ って 支

え られ て い る こ とが 見 逃 が され て は な らな い だ ろ う。土 地 の知 的 分 節 の 歴 史 は 、

か く して 、 そ の 必 然性 を もつ の で あ る。

***
.・***

建築的なるものとは1人 間存在のこのような深い根底 から自ら必然的にうな

がされ る空間構造化への行為 そのものをうちに含んでいるといケことが出来よ

う。
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